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1 はじめに

近年，第二言語学習者の作文を対象とした誤り検

出および訂正についての研究が盛んに行われており

[1][2][3]，また，第二言語学習者の作文の学習支援を目
的としたアプリケーションの開発も進んでいる [4][5]．
本研究では，日本語校正ユーザインターフェース

Chantokun[4]に対して行った機能の拡張について述べ
る．Chantokunは，日本語学習者の格助詞の訂正を主
眼に置き，入力した文章の訂正結果を表示することで

学習支援するものである．しかし，本稿で提案する拡

張では，日本語と英語の対応，また複数の誤り訂正シ

ステムからの訂正結果の獲得を可能にした．

第二言語学習者の作文誤りにはさまざまな種類があ

る．そのため，誤り訂正システムを作る際には，それ

ぞれの種類に特化したシステムを作成し，それらを適

切な順序で適応させることが考えられる．この適切な

順を決める作業は，研究者やシステム開発者が内部的

に適切なシステムの実行順序を調査するのが一般的で

ある．

本稿で提案する拡張では，複数のシステムに対して

インタラクティブな操作で順序を指定，実行できるこ

とが可能になっている．また，すべての順序を人手で

ひとつひとつ指定するのみではなく，言語モデルを利

用して，自動的に最適なシステムの実行順序を提案す

ることができる．

2 関連研究

2.1 第二言語学習者の作文文法誤り訂正タ
スク

現在，第二言語学習者の作文の文法誤り訂正が盛んに

研究されている．2011年と 2012年では，Helping Our
Own(HOO) による shared Task が開催された [1][2]．
また，2013年の CoNLL shared taskでは英語における

文法誤りを訂正するタスク [3] が開催され，2014 年
度にも同様の文法誤り訂正タスクが開催される予定で

ある．

[3]のタスクでは，文法を複数の誤りにカテゴリ分
類しており，それらを訂正するタスクであった．タス

ク参加者のシステムには，それぞれの誤りをすべて一

度に最適化して訂正する誤り訂正もの [6]もあれば，
それぞれの誤りについて個別に訂正し，適当な順で訂

正していくもの [7]もあった．後者のように個別に誤
り訂正システムを作成した場合，どの順番で適用する

のかによって，システムの正解率が変化する可能性が

ある．水本ら [8]は，英語学習者の作文に対して誤り
のカテゴリに応じた訂正システムを複数構築した．そ

して，それぞれの手法をどういった手順で適応すべき

か検討を行なっている．

2.2 日本語学習支援アプリケーション

現在，日本語学習支援を目的としたアプリケーショ

ンが多く公開されている．東京工業大学留学生セン

ター仁科研究室では，2001年 3月に多言語対応日本
語読解支援システム「あすなろ」を公開し [5]，2006
年より日本語作文学習支援システム「なつめ」1 を運

営している．

「あすなろ」はアジア圏理工系留学生の文献読解を

サポートを目的としたシステムである．与えられた入

力文に対して，形態素解析や構文解析を行い，それら

を基に学習者の理解を助ける情報を提供している．こ

の情報は多数の言語で表示させることができる．「な

つめ」は学習者のレポート作成の支援を目的としてお

り，名詞と動詞の共起頻度や例文を表示することで，学

習者が作文中で書いた名詞にどのような動詞が適切な

のかを提案する．これらのアプリケーションでは，作

文作成に関する情報を提供することで支援とするが，

1http://hinoki.ryu.titech.ac.jp/natsume/
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図 1: Chantokun のインターフェース

笠原によるChantokun[4]では，入力した文章の誤りを
自動で訂正することで学習支援を行なっている．

2.3 旧Chantokun

笠原が開発した Chantokun では，自動的に作文の
誤りを訂正することで学習者の支援を目指している

(以下区別するため笠原による Chantokun を旧 Chan-
tokun，提案する Chantokun を新 Chantokunとする)．
旧 Chantokunでは，日本語学習者が，旧 Chantokunに
文章を入力すると，格助詞 2に対して訂正を自動的に

行う．格助詞と，格助詞の前後の 1語に対して格助詞
の中で共起の確率がもっとも高くなるものを選ぶこと

で適切な格助詞の訂正を行う．Googleから公開され
ているWeb日本語 Nグラム第 1版 3 を確率の計算に

用いている．

3 新Chantokun
新 Chantokunでは，日本語だけではなく，英語の誤

り訂正システムも組み込んでいる．また，複数の誤り

システムを搭載しており，それぞれの実行順序を指定

して，実行させることができる．また，複数のシステ

ムの適切な実行順序を言語モデルを利用して提案する

ことができる．この節では，これらの新 Chantokunの
機能について説明する 4．

3.1 新Chantokunの特徴の概略

新しく拡張した図 1にChantokunの外観を示す．本
稿で提案する拡張では，新Chantokunの機能に加えて，
以下のことが可能になっている．

• 英語文に対する誤り訂正
• 複数の誤りシステムを組み合わせた誤り訂正
• (正解文を入れた場合)訂正結果の精度結果の表示

2「が，を，の，に，から，と，で，へ，まで，より，は，には，
からは，とは，では，へは，までは，よりは」を格助詞としている．

3http://www.gsk.or.jp/catalog/gsk2007-c/
4現在 http://cl.naist.jp/chantokun/で新 Chantokunのデモを見るこ

とができる．

図 2: システムの選択の例 (Kakujoshi を繋げた場合)

• 最適なシステムの適応順序の提案
本稿執筆時点では，デモとして日本語の誤り訂正シ

ステムを 3つ，英語の誤り訂正システムを 4つ実装し
ている．それぞれのシステムは以下の通り．

日本語
• 格助詞の誤り訂正 (Kakujoshi)[4]
• コロケーションの誤り訂正 (Collocation)[9] 5

• 統計的機械翻訳モデルと言語学習者のコーパスを
使った誤り訂正 (SMTJP) [10]

英語

• スペル訂正 (Spelling) 6

• 冠詞の誤り訂正 (Article) [11]
• 名 詞 に お け る 単 数・複 数 形 の 誤 り 訂 正

(NNSorNN)[11]
• 統計的機械翻訳ベースの誤り訂正 (SMT) [11]

3.2 新Chantokunの操作の主な流れ

利用者が，訂正してもらいたい文章と利用する誤り

訂正システムを指定と，指定したシステムを用いて，

新 Chantokunは入力文に訂正を行い結果を出力する．
例えば，「ここにテキストが入力すると格助詞を訂正し

ます。」と左のテキストボックスに入力し，右側のボッ

クス内のアイテムを図 2のように「Start→ Kakujoshi
→ End」のように接続する (テキストボックスに入力
するだけでなく，テキストファイルを与えることも可

能である)．
そして，「SUBMIT」ボタンを押すと図 3のような

出力結果が表示される．訂正後の文章は「ここにテ

キストを入力すると格助詞を訂正します。」となり，

「Kakujoshi」が格助詞「が」を「を」に訂正したこと
がわかる．

5[9] によるコロケーションのサジェスションを訂正システムと
して改造したものである．

6http://norvig.com/spell-correct.htmlを基に作成した．
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図 3: Chantokun からの実行結果の様子 (図 2 のように繋げた場合の結果)

図 4: SMT→Collocation と繋げた場合の実行結果

図 3のように文章は分かち書きされて表示される．
システムによって訂正された箇所には，システムを表

す色がつけられる．

3.3 実行結果の詳細な情報
訂正結果が表示されたのちに「Result」というボタ

ンが追加される．このボタンを押すと，訂正結果の詳

細が表示される．具体的には，各訂正システムが入力

文に対してどの程度訂正に寄与したかの分布が円グラ

フで表示する．この分布を見ることで，利用者は各シ

ステムがどの程度訂正したかを知ることができると同

時に，どのような誤りが多いのかを知ることができる．

また，入力として正解文を与えることもできる．正

解文を与えることで，出力結果と正解文で一致してい

ない箇所に赤色がつき，誤り訂正システムがどこを間

違っているのかを示すことができる．また，正解文と

比較した上で，訂正結果の精度を求め，Precision と
Recall，F値の結果を表示する．

3.4 複数のシステムの選択
新 Chantokunでは，複数のシステムをパイプライン

でつなげて実行することも可能である．もし，「SMT
→ Collocation」のようにシステムをつなげた場合，図 4
のように訂正の途中結果も表示される．

システムの接続が明示されなかった場合，Chantokun
が与えられた情報を基に適当な順序を提案し，その結

果を表示する．複数システムの手順の提案は次のよう

な状況で行う．(i)画面上にあるシステムをすべて接続
しなかった場合，すべてのシステムを一度だけ適応す

る順序であるものの中で，評価値が最良のものをとる．

いずれのシステムを適応しても評価が入力文よりも良

くならない場合は，順序の提案はしない．(ii)「Start」

から接続されていないシステムの中で，続くシステム

としてどのシステムがいいのかを提案する．例えば，

A，B，Cというシステムがあり，「Start→ A」のみ接
続されていたら，Bか Cのうちもっとも評価が良くな
るものを選択する．

正解文が与えられた場合は，正答率が高いものを提

案する．この場合，最も Precisionが高くなるものを
選ぶように提案する．正解文を与えられていない場合

は，言語モデルの評価がよいものを提案する．言語モ

デルは，Googleから公開されているWeb日本語 Nグ
ラム第 1版 7 とWeb 1T 5-gram Version 18 の 3グラム
を使って作成した．訂正された文に対して，作成した

言語モデルのパープレキシティが最も低くなる順序を

提案する．

3.4.1 自動選択についての簡易実験

新 Chantokunによるシステムの自動提案について実
験を行った．3.1で紹介した 4つの英語誤り訂正シス
テムの適応順序を新 Chantokunで決める．4つのシス
テムのうち，最大 2つのシステムを適応させるとして
どの順序で適応したほうが良いのかというタスクを考

えた．各文に対して次の段階 STAGE1，STAGE2を考
える．

STAGE1 : 最初に接続するのはどれがいいかを新
Chantokunで評価し選択する．入力文に対してすべて
のシステムで誤り訂正を試み，訂正結果を言語モデル

で評価する．その中から最も評価の高い結果を出力し

たシステムを選択する．もし，いずれの評価も入力文

より悪ければ，STAGE2にはいかずシステムの選択は
終了する．

STAGE2 : STAGE1に続くものとしてどれがいいの
かを新 Chantokunで再びシステムを評価し選択する．
STAGE1で選ばれたシステム以外の 3つから選択する．
ただし，SMTのみは 2度適応させても訂正する可能性
があるので，SMTは 4つの中から選択する．もしい
ずれも評価も STAGE1より悪ければ STAGE1を訂正
結果とする．この手順によって，2回システムを通し
た結果のみではなく，1回のみで十分な場合も提案で
きる．訂正に利用する文としてKJコーパスを使った．
まず，STAGE2まで適応されたときに，どのような

順序が提案されているのか調べた．表 1に STAGE2ま
で適応させてときに提案された順序の頻度を載せる．

表 1 のシステム順序とは各文に対して最も評価の高
かったシステム適用順序のことを指す．「訂正なし」

はシステムを適応しないということを表す．訂正しな

7http://www.gsk.or.jp/catalog/gsk2007-c/
8http://catalog.ldc.upenn.edu/LDC2006T13
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表 1: STAGE2 までで選択された順序の頻度上位

システム順序 頻度

訂正なし 282
SMT→訂正なし 253

SMT→ Article 92
Article→訂正なし 58

表 2: 最も評価の良かった上位のシステム適応順序，STAGE2 の F 値はすべ
ての順序の中で 4 番目に高かった．

システム順序 Precision Recall F値

Article→ SMT 0.223 0.267 0.260
SMT→ Article 0.218 0.303 0.254
SMT→ SMT 0.241 0.267 0.253

NNSorNN→ SMT 0.22 0.271 0.243

STAGE2 0.221 0.280 0.247

い場合を除くと SMTのみを適応した順序がもっとも
多く提案されていることが分かる．つまり，パープレ

キシティによる評価では，SMTのみで十分と判断し
たものが多いことが分かった．

次に，新 Chantokunによる自動提案がもっともらし
い提案であるのか調査した．提案評価基準を用いずに，

4つのシステムのうち 2つのシステムを適用するすべ
ての順序の組み合わせとの比較を行った．例えば，最

初に Articleで訂正して，SMTで訂正するという順序
をすべての文に適応した場合，この順序を Article →
SMTと表記する．文のなかでどのシステム適応順序
がいいのかを調べるためには，13通り試す必要があ
る．しかし，もし新 Chantokunによる自動提案でも，
13通り試した結果と同等の精度であれば，正解文を与
えず，さらに 2回ほどの作業でもっともらしいシステ
ムの順序を知ることができると考えられる．評価基準

として，Presition，Recall，F値を用いた．
表 2にすべての順序のなかでも評価がよくなったも

のの上位の結果を載せる．一番下の欄は STAGE2の結
果である．表 2をみるとこの中でも 4番目に良い結果
となることが分かった．つまり，正解文がなかったと

しても，すべての順序を調べた場合よりも少ない手順

で調べるのに役にたつ可能性があることが分かった．

4 おわりに
本稿は旧Chantokunに機能を加えた新Chantokunに

ついて説明した．今後の方針としては，さらに細かな

接続方法と詳細な結果を表示できるように拡張を行

なっている．また，現在は内部でシステムを設定し，

公開しているのみである．しかし，今後も，システム

を内部で設定，公開予定ではあるが，個人でもインター

フェースのみを手に入れ，システムを設定，実行でき

るようにできれば，さまざまなシステムで実行，公開

ができると考えられる．そこでインターフェースのフ

レームワーク自体を配布できる形にして公開したいと

考えている．
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